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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年5月20日(2021.5.20)

【公開番号】特開2019-187529(P2019-187529A)
【公開日】令和1年10月31日(2019.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-044
【出願番号】特願2018-80190(P2018-80190)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    7/04     　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】令和3年4月9日(2021.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　制御部４は、収納ケース１０が本体部１に装着されていない場合には、ステップＳ１の
処理を繰り返す。制御部４は、収納ケース１０が本体部１に装着されていないと判定され
る時間が所定時間以上となった場合に、収納ケース１０への収納を促すメッセージを本体
部１の表示部６に表示させて、使用者に報知してもよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
（生体音測定装置１００Ａの効果）
　生体音測定装置１００Ａによれば、本体部１Ａが収納ケース１０に収納された状態にお
いて、基台１１と蓋部１２の間の収納空間ＳＰ３に発音部８が配置されている。このため
、生体音測定装置１００と同様に、測定感度ＳＭ１と測定感度ＳＭ２の関係が条件を満た
しているか否かを高精度に判定することができる。また、収納ケース１０Ａに発音部８が
設けられているため、本体部１Ａの小型化が可能になる。
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